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第１章　問題と目的

１．問題と目的
　現在日本の社会問題のひとつとして「キレる」「むかつく」と短絡的な理由で他人を傷つけてしまう少年の増加が挙げられる。殺人や強盗など凶悪犯罪で補導された１４歳未満の少年は前年比３・３％増の２１９人で、１６年ぶりに２００人を超えた２００３年をさらに上回った。また一昨年6月に長崎で起きた小６女児殺害事件も、友人関係のトラブルを殺人という手段で解決しようとした悲惨な事件だった。さらに近年、児童の生活環境は変化し、地域で一緒に遊ぶ友達が減り、集まって遊ぶ場所がなくなり、放課後は、塾などの習い事等で忙しく、遊ぶ時間もかなり減少しているように感じる。このような子ども達の傾向として対人関係能力・問題解決能力の低さ、または怒りの扱い上手くできないなどが挙げられる。遊びなどを通して本来学ばれてゆくはすの、対人関係能力・問題解決能力が学べなかったためである。

元来「幼児期は感情的で自分以外の人の視点を理解することは難しい」とされ、幼いころの子供同士のケンカやおもちゃの取り合いなどは正常な発達段階の一つであると考えられてきた。しかし、生活スタイルや価値観の多様化、複雑化が急速に進む社会で、適切なモデルに接する機会が少なかった子どもたちは、このような対人関係能力、問題解決能力の低さをいつまでもひきずってしまう。このような背景の結果とそして、適切な人間関係を形成、維持するのが苦手な子どもが増加しているのではないかと考えられる。

ところで近年、社会性に関しては、「社会的スキル」と呼ばれる考え方が注目されてきた。社会的スキルは、対人的な付き合い方のうち、学習され獲得される部分に着目したものである。

これまで、社気的スキルの研究としては、社会的スキル訓練法（Social skills training 以下SST）によって社会的スキルが向上することにより、「攻撃性」や「引っ込み思案」傾向の強い児童たちにとって、その両傾向が改善されること（石川芳子他、1998）や仲間との協調的な行動が増加すること（佐藤正二ら、1988）が報告されている。

このように児童の社会的スキルの向上が、児童の対人関係能力・問題解決能力と密接に関連している。一方で、先述のように子どもをめぐる環境の変化によって、児童の人間関係の形成や維持が全体として稚拙となり、対人関係の未熟な児童が増加している。この要因のひとつとして考えられるのが、児童の社会的スキルの低下であろう。そこで、このような問題を軽減、そして予防していくためにも社会的スキルに注目し、攻撃性など不適切な傾向を改善することによって望ましい人間関係を形成、維持するスキルを養うことが急務となってきている。

本研究ではSSTの一つ「Second Step」を用いる。これは１９８０年代に米ワシントン州にあるNPO法人「Committee for Children」によって開発された教育プログラムである。当時アメリカでは今の日本と同じような少年犯罪に苦慮しており、その中で対人関係能力・問題解決能力を増加させる有効なプログラムとして米国教育省から表彰を受け、現在では全米の幼稚園や小中学校の約一万五千校で実践され、最近はヨーロッパでも導入する学校が増加、デンマークでは小中学校の７０％以上がホームルームの授業で実践しているという。日本では２００１年４月に「特定非営利活動法人日本こどものための委員会」が設立され、国内での普及に努めている。このプログラムは、子どもの衝動的・攻撃的な行動を減らすためには、単に攻撃性だけに着目するのではなく、自尊心や社会的スキルを高め、社会生活を円滑に送ることが、その解決になると考えている。

ところでSSTの問題として、実生活に即した場面を用いていない、実施が必ずしも容易ではない、特定の個人や小集団に焦点を当てたものが多く、般化が起こり難い、などがいままで指摘されてきた(佐藤・高山・佐藤・岡安1998)。特に般化については、以前からその難しさが指摘されている。般化を促進させる手段として、①新たに社会的スキルを学習する際、実生活に即した場面を用いる②獲得された新しいスキルを用いる機会を提供する③獲得された社会的スキルを実行させる魅力的な刺激(仲間からの受け入れ)を用意するといったことが必要とされている。このような条件を満たす一つの手段として、仲間媒介法（佐藤ら、1998）を挙げている。仲間媒介法とは訓練対象児と一緒に学級の仲間も訓練に参加させ、彼らに対象との社会的な相互作用の方法を教示する技法である。仲間からの相互作用を増やすことで、対象児の社会的スキルの向上をねらうものである。セカンドステップは実施を容易にするため、詳細なマニュアルや補助教材も多数用意されている。またレッスンで扱う場面は子供たちの日常生活に即している。そしてこのプログラムは学級あるいは学校単位での実施を前提として作られているため、上述のような仲間媒介法も既に取り入れられている。このように従来のSSTの問題点を克服した優れたプログラムであるといえる。

具体的なレッスンは全部で28セッションあり、１０人前後の小グループにファシリテーターが一人つき、レッスンカードの提示→ディスカッション→ロールプレイモデルの提示→ロールプレイ演習という流れを20～30分かけて行う。これは、こどもが模倣や練習、強化によって社会性を獲得し、それによって攻撃性や衝動的行動が減少することに注目し、賞賛や褒美だけでなく、子ども自身でその言動に気づくことを働きかけるように考えられて作られているためである。このプログラムを用いれば、子どもたちの社会性を向上させることができ、攻撃性は減少すると考える。なお、今回は1アメリカで行われたセカンドステップの効果の検討「Effectiveness of a Violence Prevention Curriculum Among Children in Elementary School」(を参考にして行う。

第２章　方法

１．実験計画

　時期(実験の直前、以下事前とする／実験の終了直後、以下事後とする)と群(実験群／統制群)を要因とする２×２の実験計画で行った。

２．被験者

　山形県内の郡部に位置する小学校の1年生29名のうち無作為で選びだした15名(男子8名、女子7名)を実験群とした。

また、山形県内の都市部に位置する小学校の1年生37名のうち、無作為で選び出した16名(男子8名、女子8名)を統制群とした。

３．スタッフ

　実験群、統制群の事前・事後調査は筆者と、筆者と同じコースに所属する4年生3人で行った。また実験群の授業については、筆者がファシリテーターとして授業を進め、クラス担任にはアシスタントとして参加してもらった。なお筆者は２００４年９月にNPO法人日本子どものための委員会が開催しているセカンドステップ指導員研修会を受講している。

４．チェックリストによる測定

測定はチェックリストを用いた観察法で攻撃性及び社会性の問題の測定を行った。チェックリストは子どもの行動チェックリスト（CBCL）のうち、攻撃性尺度と社会性の問題尺度を使用した。チェック方法は各項目につきあてはまらない＝０、ややまたはときどきあてはまる＝１、たいへんまたはよくあてはまる＝２、の３件法である。

　実験群に対しては事前(4月21日から4月27日)と事後(7月15日から7月21日)に小学校を訪問し中間休み時間(10時25分～10時45分)に実施した。統制群に対しては事前(6月6日から6月10日)と事後(7月19日から7月22日)に小学校を訪問し、中間休み時間(10時25分～10時45分)に実施した。

５．手続き

a）実験実施日時と場所

　2005年4月28日より7月14日まで、8時50分～9時35分の原則週1回45分間、計11回実施した。場所は、実験群小学校1年1組教室である。このプログラムは28レッスンで構成されているが、時間的制約により、担当教諭と筆者で選び出した21レッスンのみ行うこととした。なお実施したプログラムのタイトルはセカンドステップであるが、プログラムの目的を児童によりわかりやすくするため、「友達と仲良くするには」をタイトルとした。

ｂ）セカンドステップ

　実施したセカンドステップの内容を表１に示した。

	表１授業日程

	日程
	時間
	セカンドステップの内容

	4月28日
	8時50分～

9時35分
	第一章「相互の理解」より『約束(ルール)作り』及び『気持ちⅠ』

	5月12日
	8時50分～

9時35分
	第一章「相互の理解」より『気持ちⅡ』及び『同じ気持ち違う気持ち』

	5月19日
	8時50分～

9時35分
	第一章「相互の理解」より『気持ちはかわる』および『もし…したら』

	5月26日
	8時50分～

9時35分
	第一章「相互の理解」より『今は…でもあとでなら』及び『うっかりとわざと』

	6月2日
	8時50分～

9時35分
	第一章「相互の理解」より『フェアとは』及び『自分の気持ちを伝える』

	6月9日
	8時50分～

9時35分
	第一章「相互の理解」より『よく聴く』及び『友達を思いやる』

	6月16日
	8時50分～

9時35分
	第二章「問題の解決」より『落ち着いてゆっくり考える』

	6月23日
	8時50分～

9時35分
	第二章「問題の解決」より『どんなことが起こっているか？』『何ができるか?』及び『結果はどうだったか？』

	6月30日
	8時50分～

9時35分
	第二章「問題の解決」より『結果はどうだったか？』及び『交換する』

	7月7日
	8時50分～

9時35分
	第三章「怒りの扱い」より『怒りを自覚する』及び『落ち着く』

	7月14日
	8時50分～

9時35分
	第三章「怒りの扱い」より『悪口を言われたとき』


用具と学習内容の説明

用具

セカンドステップは、子どもの衝動的・攻撃的な行動を減少させるためには、自尊心や社会への適応力を高め、社会生活を円滑に送ることがその解決になるという考え方をもとにして教材が作られている。教材は「相互の理解」「問題の解決」「怒りの扱い」の三章から構成されている。

第一章「相互の理解」は「自分の気持ちを表現し、相手の気持ちに共感して、お互いに理解し合い思いやりのある関係をつくること」をねらいとしている。攻撃的な言動をコントロールする上で大切な要素である「共感」と「自己表現」をこのレッスンを通して学習する。

第二章「問題の解決」は「困難な状況に前向きに取り組み、問題を柔軟に解決する力を養って、円滑な関係をつくること」をねらいとしている。問題に対して、とっさに衝動的な行動を起こすのではなく、解決を頭の中でまず整理し、それを適切なスキルで実行するという段階的なスキルをレッスンを通して学習する。

第三章「怒りの扱い」では「怒りの感情を自覚し、自分でコントロールする力を養い建設的に解決する関係をつくること」をねらいといている。怒りは自然な感情でそれ自体が悪いのではなく、どう対処するかが問題である。この章では怒りに対して「体をリラックスさせること」などの身体的は働きかけと「自分に言い聞かせること」など認知的な働きかけをレッスンを通して学習する。

学習内容

第1回(4月28日)

セカンドステップ第一章「相互の理解」より『約束(ルール)作り』及び『気持ちⅠ』

『約束(ルール)作り』について

白紙のレッスンカードを提示し、これから話し合いを進めていくための約束について、みんなで話し合った。

『気持ちⅠ』について

3枚のレッスンカード、「うれしい顔」「悲しい顔」「怒った顔」を提示し、相手の感情を知るにはどうすればよいか、またそれぞれの感情の違いについて学習した。

第2回(5月12日)

第一章「相互の理解」より『気持ちⅡ』及び『同じ気持ち・違う気持ち』

『気持ちⅡ』について

3枚のレッスンカード「顔驚いた」「こわい顔」「嫌な顔」を提示し、相手の感情を知るにはどうすればよいか、またそれぞれの感情の違いについて学習した。

『同じ気持ち・違う気持ち』

1枚のレッスンカード「木に登っている二人の男の子、一人は嬉しそうな顔、もう一人は怖い顔」を提示し、同じ事をしていても違う気持ちになることについて学習した。

第3回(5月19日)

第一章「相互の理解」より『気持ちは変わる』および『もし…したら』

『気持ちは変わる』について

1枚のレッスンカード「うんていで楽しそうに遊んでいる女の子」を提示し、女の子が昔はうんていが嫌いだったことをみんなに伝え、今と後では気持ちが変わる可能性があることについて学習した。

『もし･･･したら』

1枚のレッスンカード「トラックで遊んでいるイアン君と、そのトラックで遊びたくてじっと見ているもう一人のけんじ君」を提示し、けんじ君がトラックで遊ぶにはどうすればいいかを通して、行動をする前に、予め自分や相手の行動を仮定して考え、そのとき相手がどう感じるかを推し量ることを学習した。

第4回(5月26日)

第一章「相互の理解」より『今は…でもあとでなら』及び『うっかりとわざと』

『今は･･･でもあとでなら』について

1枚のレッスンカード「ブロックで遊んでいるあいちゃんと、あいちゃんとパズルで遊びたいりさちゃん」を提示し、ひとりひとりしたいことや好みが違う可能性があること、またその好みが変わる可能性もあることについて学習した。

『うっかりとわざと』

1枚のレッスンカード「前をよく見ずに走っていてアンディー君にぶつかってしまったジェニーちゃん」を提示し、「うっかり」と「わざと」の違いを区別することを学習した。

第5回(6月2日)

第一章「相互の理解」より『フェアとは』及び『自分の気持ちを伝える』

『フェアとは』について

1枚のレッスンカード「ブランコにずっと乗っているテリー君とそばでずっと待っているメグちゃん」を提示し、お互いに平等な権利があること、何か問題が起こったときには、お互いによい方法を選んで、フェアな解決をすることについて学習した。

『自分の気持ちを伝える』について

1枚のレッスンカード「ティム君の近くに行きたくたて列に割り込んだケント君と割り込まれて怒っているリック君」を提示し、相手を責めずに自分の気持ちを伝えるためには、「わたしは／ぼくは～(自身の気持ち)」という伝え方が効果的であるということを学習した。

第６回(6月9日)

第一章「相互の理解」より『よく聴く』及び『友達を思いやる』

『よく聴く』について

1枚のレッスンカード「昨日見た怖い夢の話をするテレサちゃんと、その話を聴いているラリーくん」を提示し、よく聴く姿勢・態度とはどんなものか。また話を聴いていない姿勢・態度とはどんなものかについて学習した。

『友達を思いやる』について

1枚のレッスンカード「子犬がいなくなって元気のないロニー君とロニー君を励ましているサイモン君」を提示し、相手を思いやり、力になるための具体的な姿勢・態度について学習した。

第７回(6月16日)

第二章「問題の解決」より『落ち着いてゆっくり考える』

『落ち着いてゆっくり考える』について

白紙のレッスンカードを提示し、困難でやっかいな状況、つまり「困ったこと」とは何か、また困ったことに対処するためにはまず落ち着くことが大切だということについて、学習した。

第8回(6月23日)

第二章「問題の解決」より『どんなことが起こっているか？』『何ができるか?』及び『結果はどうだったか？』

『どんなことが起こっているか？』『何ができるか?』及び『結果はどうだったか？』について

1枚目のレッスンカードは「何かを見ているルイス君(砂場の友達の方を見ているのはまだわからない)」２枚目は「砂場で遊んでいる友達を見ているルイス君」3枚目は「砂場で遊んでいる友達のほうへ少し近づいてみたルイス君」4枚目は「砂場で遊んでいる友達に話しかけてみたルイス君」を順に提示し、１、2枚目ではルイス君にどんなことが起こっているのか意見を出し合った。3枚目では友達と遊びたいルイス君に何ができるか意見を出し合った。4枚目ではたくさんでた意見の中から、実行に移すものを「安全か」「フェアか」「それを行うとどんな気持ちになるか」「困ったことは解決できそうか」の4つの視点から考えることを学習した。

第9回(6月30日)

第二章「問題の解決」より『結果はどうだったか？』及び『交換する』

『結果はどうだったか』について

1枚のレッスンカード「砂場で遊んでいる友達に話しかけたルイス君」を提示し、実行した解決策がうまくいったかどうか振り返ること、必要なら他の方法に変えてもう一度試してみることを学習した。

『交換する』について

1枚のレッスンカード「恐竜の絵本を読んでいるふくたろうくんと、同じ本が読みたくて傍にいるかずなちゃん」を提示し、かずなちゃんが恐竜の絵本を読むためにはどうすればいいかを通して、相手の好みを考えて交換することについて学習した。

第10回(7月7日)

第三章「怒りの扱い」より『怒りを自覚する』及び『落ち着く』

『怒りを自覚する』について

1枚のレッスンカード「怒っているデニス君」を提示し、怒りは体に現れること、怒りは自然な感情であること、しかし怒りを直接行動に結びつけると衝動的・破壊的になることについて学習した。

『落ち着く』について

1枚のレッスンカード「先生に怒った気持ちを話しているアンソニー君」を提示し、怒りを感じたとき、落ち着くためにはどうすればよいかについて学習した。

第11回(7月14日)

第三章「怒りの扱い」より『悪口を言われたとき』

『悪口を言われたとき』について

1枚のレッスンカード「学校の帰りにロバート君から悪口を言われたキャシーちゃん」を提示し、悪口を言われたときの効果的な対処法について学習した。

第3章　結果

１．分析対象

　実験群では1クラス29人のうち、無作為に選び出した15人（男子8名、女子7名）を事前、事後データとして分析対象とした。統制群としては1クラス36人のうち無作為に選び出した16名（男子8名、女子8名）を事前・事後データの分析対象とした。なお分析に際してはチェックリストで使用した得点をそのまま使用した。
２．攻撃性及び社会性得点の平均について

表１及び表２に，条件ごとの，攻撃性及び社会性得点の平均を示した。

	表１　条件ごとの，攻撃性平均得点(標準偏差)

	
	
	実験群
	統制群

	
	
	事前
	事後
	事前
	事後

	　
	　
	N=15
	N=15
	N=16
	N=16

	攻撃性得点
	7.04
	3.67
	3.88
	2.06

	　
	　
	　（3.56）
	（3.60）
	（1.82）
	（1.77）

	
	
	
	
	
	

	表２　条件ごとの，社会性平均得点(標準偏差)

	
	
	実験群
	統制群

	
	
	事前
	事後
	事前
	事後

	　
	　
	N=15
	N=15
	N=16
	N=16

	社会性得点
	2.07
	１
	１
	0.44

	　
	　
	（1.79）
	（2.10）
	（1.41）
	（0.81）


３．実験群と統制群の等質性について

攻撃性及び社会性得点の事前データについて，実験群と統制群をｔ検定によって比較した結果，攻撃性得点では有意差が見られ，社会性得点は有意傾向であった。 (攻撃性得点：ｔ(２９)＝３．５０　ｐ＜．０１，社会性得点：ｔ(２９)＝１．８４　　．０５＜ｐ＜．１０)よって実験前の両群の差があるものと考えられる

４．条件ごとの攻撃性及び社会性平均得点の変化について

表３、表４及び図１、図２に条件ごとの攻撃性及び社会性得点の変化を示した。

	表３　条件ごとの，攻撃性平均得点の変化の差(標準偏差)

	
	
	実験群
	統制群

	
	
	前－後
	前－後

	　
	　
	N=15
	N=16

	攻撃性得点
	3.73
	1.81

	　
	　
	（2.89）
	（1.22）



[image: image1.emf]図１　条件ごとの攻撃性平均得点の変化
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	表４　条件ごとの，社会性平均得点の変化の差(標準偏差)

	
	
	実験群
	統制群

	
	
	前－後
	前－後

	　
	　
	N=15
	N=16

	社会性得点
	1.07
	0.56

	　
	　
	（1.58）
	（1.15）



[image: image2.emf]図2　条件ごとの社会性平均得点の変化
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５．条件ごとの攻撃性及び社会性平均得点の変化の差について

攻撃性及び社会性平均得点の変化の差について，実験群と統制群をｔ検定によって比較した結果，攻撃性得点では有意差が見られ，社会性得点では有意差が見られなかった。(攻撃性得点：ｔ(２９)＝２．４３　ｐ＜．０５　社会性得点：ｔ(２９)＝１．０２　ｐ＞．１０)よって攻撃性においては実験群の得点が統制群と比較して有意に減少していると考えられる。社会性においては両群の変化に有意な差はないと考えられる。

６．実験群の攻撃性及び社会性の各項目の平均について

　表５及び表６に実験群の攻撃性及び社会性各項目の平均得点、標準偏差を示した。

	表５　攻撃性各項目の平均点と標準偏差
	
	
	
	

	　
	項目
	時期
	平均値
	N
	標準偏差

	1
	よく言い争いをする
	事前
	0.20 
	15
	0.41 

	
	
	事後
	0.13 
	15
	0.35 

	2
	反抗的で教職員に口答えする
	事前
	0.07 
	15
	0.26 

	
	
	事後
	0.07 
	15
	0.26 

	3
	自慢したり、うそぶいたりする
	事前
	0.20 
	15
	0.41 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	4
	他人に残酷で、いじめたり、いじわるしたりする
	事前
	0.47 
	15
	0.52 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	5
	たくさんの注目を引きたがる
	事前
	0.73 
	15
	0.59 

	
	
	事後
	0.47 
	15
	0.64 

	6
	自分の持ち物を壊す
	事前
	0.00 
	15
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	7
	他人の持ち物を壊す
	事前
	0.00 
	15
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	8
	よくつかみあいのケンカをする
	事前
	0.00 
	15
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	9
	時や場をわきまえずにおしゃべりする
	事前
	0.87 
	15
	0.64 

	
	
	事後
	0.53 
	15
	0.52 

	10
	人に暴力をふるう
	事前
	0.47 
	15
	0.64 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	11
	クラスの規律を乱す
	事前
	0.33 
	15
	0.49 

	
	
	事後
	0.13 
	15
	0.35 

	12
	目立ちたがり屋でおどけたりする
	事前
	0.60 
	15
	0.74 

	
	
	事後
	0.33 
	15
	0.62 

	13
	よくわめく
	事前
	0.20 
	15
	0.41 

	
	
	事後
	0.13 
	15
	0.35 

	14
	爆発的で予測できない行動
	事前
	0.07 
	15
	0.26 

	
	
	事後
	0.07 
	15
	0.26 

	15
	要求がすぐにかなえられないと気がすまず、欲求不満になりやすい
	事前
	0.67 
	15
	0.72 

	
	
	事後
	0.40 
	15
	0.74 

	16
	頑固、不機嫌、イライラ
	事前
	0.40 
	15
	0.51 

	
	
	事後
	0.33 
	15
	0.49 

	17
	気分や感情が突然変わる
	事前
	0.07 
	15
	0.26 

	
	
	事後
	0.07 
	15
	0.26 

	18
	よくすねる
	事前
	0.40 
	15
	0.63 

	
	
	事後
	0.27 
	15
	0.59 

	19
	しゃべりすぎる
	事前
	0.73 
	15
	0.70 

	
	
	事後
	0.40 
	15
	0.51 

	20
	人をよくからかう
	事前
	0.33 
	15
	0.49 

	
	
	事後
	0.20 
	15
	0.41 

	21
	かんしゃく持ち
	事前
	0.13 
	15
	0.35 

	
	
	事後
	0.07 
	15
	0.26 

	22
	人をおどす
	事前
	0.07 
	15
	0.26 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	23
	普段より騒々しい
	事前
	0.40 
	15
	0.51 

	
	
	事後
	0.07 
	15
	0.26 


	表６　実験群　社会性各項目の平均得点と標準偏差
	
	
	
	

	　
	項目
	時期
	平均値
	N
	標準偏差

	1
	行動が年齢より幼すぎる
	事前
	0.20 
	15
	0.41 

	
	
	事後
	0.20 
	15
	0.41 

	2
	大人にまとわりつく、または頼りにし過ぎている
	事前
	0.87 
	15
	0.64 

	
	
	事後
	0.40 
	15
	0.63 

	3
	一人ぼっちで寂しいとこぼす
	事前
	0.07 
	15
	0.26 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	4
	よく泣く
	事前
	0.33 
	15
	0.72 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	5
	他の子とうまくやれない
	事前
	0.20 
	15
	0.41 

	
	
	事後
	0.07 
	15
	0.26 

	6
	誰も大切に思ってくれないと感じたり、こぼしたりする
	事前
	0.00 
	15
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	7
	他人にねらわれていると感じる
	事前
	0.00 
	15
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	8
	自分に価値がないか、劣っているように感じる
	事前
	0.00 
	15
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	9
	よくケガをし、事故にあいやすい
	事前
	0.20 
	15
	0.56 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 

	10
	よくからかわれる
	事前
	0.00 
	15
	0.00 

	
	
	事後
	0.07 
	15
	0.26 

	11
	他の子から好かれていない
	事前
	0.00 
	15
	0.00 

	
	
	事後
	0.07 
	15
	0.26 

	12
	運動神経が鈍くて不器用
	事前
	0.20 
	15
	0.56 

	
	
	事後
	0.20 
	15
	0.56 

	13
	年下の子と一緒にいるのを好む
	事前
	0.00 
	15
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	15
	0.00 


７．実験群の攻撃性及び社会性の各項目の時期による変化について

　攻撃性及び社会性の各項目の変化の差について、事前、事後でｔ検定によって比較した。攻撃性尺度のうち

「３．自慢したり、うそぶいたりする」に有意傾向

（ｔ（１４）＝１．８７　．１０＞ｐ＞．０５）

「４．他人に残酷で、いじめたり、いじわるしたりする」に有意差

（ｔ（１４）＝３．５０　．０１＞ｐ）

「９．時や場をわきまえずにおしゃべりする」に有意傾向

（ｔ（１４）＝１．７８　１０＞ｐ＞．０５）

「１０．人に暴力をふるう」に有意差

（ｔ（１４）＝２．８２　．０５＞ｐ＞．０１）

「１１．クラスの規律を乱す」有意傾向

（ｔ（１４）＝１．８７　．１０＞ｐ＞．０５）

「１９．しゃべりすぎる」に有意傾向

（ｔ（１４）＝１．７８　．１０＞ｐ＞．０５）

「２３．普段より騒々しい」に有意差

（ｔ（１４）＝２．６５　．０５＞ｐ＞．０１）

が見られた。

社会性尺度のうち

「２．大人にまとわりつく、または頼りにし過ぎている」に有意差

（ｔ（１４）＝２．４３　．０５＞ｐ＞．０１）

「４．よく泣く」に有意傾向(ｔ（１４）＝１．７８　．１０＞ｐ＞．０５)

が見られた。

８．統制群の攻撃性及び社会性の各項目の平均について 

　表７及び表８に統制群の攻撃性及び社会性、各項目の平均得点、標準偏差を示した。

	表７攻撃性　各項目の平均点と標準偏差
	
	
	
	

	　
	項目
	時期
	平均値
	N
	標準偏差

	1
	よく言い争いをする
	事前
	0.06 
	16
	0.25 

	
	
	事後
	0.13 
	16
	0.34 

	2
	反抗的で教職員に口答えする
	事前
	0.06 
	16
	0.25 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	3
	自慢したり、うそぶいたりする
	事前
	0.13 
	16
	0.34 

	
	
	事後
	0.06 
	16
	0.25 

	4
	他人に残酷で、いじめたり、いじわるしたりする
	事前
	0.00 
	16
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	5
	たくさんの注目を引きたがる
	事前
	0.38 
	16
	0.50 

	
	
	事後
	0.19 
	16
	0.40 

	6
	自分の持ち物を壊す
	事前
	0.00 
	16
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	7
	他人の持ち物を壊す
	事前
	0.00 
	16
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	8
	よくつかみあいのケンカをする
	事前
	0.00 
	16
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	9
	時や場をわきまえずにおしゃべりする
	事前
	0.44 
	16
	0.51 

	
	
	事後
	0.31 
	16
	0.48 

	10
	人に暴力をふるう
	事前
	0.13 
	16
	0.34 

	
	
	事後
	0.06 
	16
	0.25 

	11
	クラスの規律を乱す
	事前
	0.50 
	16
	0.73 

	
	
	事後
	0.31 
	16
	0.48 

	12
	目立ちたがり屋でおどけたりする
	事前
	0.19 
	16
	0.40 

	
	
	事後
	0.19 
	16
	0.40 

	13
	よくわめく
	事前
	0.06 
	16
	0.25 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	14
	爆発的で予測できない行動
	事前
	0.13 
	16
	0.50 

	
	
	事後
	0.06 
	16
	0.25 

	15
	要求がすぐにかなえられないと気がすまず、欲求不満になりやすい
	事前
	0.13 
	16
	0.34 

	
	
	事後
	0.13 
	16
	0.34 

	16
	頑固、不機嫌、イライラ
	事前
	0.44 
	16
	0.51 

	
	
	事後
	0.13 
	16
	0.34 

	17
	気分や感情が突然変わる
	事前
	0.06 
	16
	0.25 

	
	
	事後
	0.06 
	16
	0.25 

	18
	よくすねる
	事前
	0.19 
	16
	0.40 

	
	
	事後
	0.13 
	16
	0.34 

	19
	しゃべりすぎる
	事前
	0.38 
	16
	0.50 

	
	
	事後
	0.13 
	16
	0.34 

	20
	人をよくからかう
	事前
	0.00 
	16
	0.00 

	
	
	事後
	0.06 
	16
	0.25 

	21
	かんしゃく持ち
	事前
	0.13 
	16
	0.34 

	
	
	事後
	0.06 
	16
	0.25 

	22
	人をおどす
	事前
	0.00 
	16
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	23
	普段より騒々しい
	事前
	0.50 
	16
	0.63 

	
	
	事後
	0.06 
	16
	0.25 


	表８　社会性各項目の平均得点と標準偏差
	
	
	
	

	　
	項目
	時期
	平均値
	N
	標準偏差

	1
	行動が年齢より幼すぎる
	事前
	0.19 
	16
	0.40 

	
	
	事後
	0.13 
	16
	0.34 

	2
	大人にまとわりつく、または頼りにし過ぎている
	事前
	0.31 
	16
	0.60 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	3
	一人ぼっちで寂しいとこぼす
	事前
	0.00 
	16
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	4
	よく泣く
	事前
	0.00 
	16
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	5
	他の子とうまくやれない
	事前
	0.06 
	16
	0.25 

	
	
	事後
	0.06 
	16
	0.25 

	6
	誰も大切に思ってくれないと感じたり、こぼしたりする
	事前
	0.00 
	16
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	7
	他人にねらわれていると感じる
	事前
	0.00 
	16
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	8
	自分に価値がないか、劣っているように感じる
	事前
	0.00 
	16
	0.00 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	9
	よくケガをし、事故にあいやすい
	事前
	0.06 
	16
	0.25 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 

	10
	よくからかわれる
	事前
	0.06 
	16
	0.25 

	
	
	事後
	0.06 
	16
	0.25 

	11
	他の子から好かれていない
	事前
	0.06 
	16
	0.25 

	
	
	事後
	0.06 
	16
	0.25 

	12
	運動神経が鈍くて不器用
	事前
	0.19 
	16
	0.40 

	
	
	事後
	0.13 
	16
	0.34 

	13
	年下の子と一緒にいるのを好む
	事前
	0.06 
	16
	0.25 

	
	
	事後
	0.00 
	16
	0.00 


９．統制群の攻撃性及び社会性における各項目の時期による変化について

　攻撃性及び社会性の各項目の変化の差について、事前、事後でｔ検定によって比較した。

攻撃性尺度のうち

「１６．頑固・不機嫌・イライラ」に有意差

（ｔ（１５）＝２．６１　．０５＞ｐ＞．０１）

「１９．しゃべりすぎる」に有意差

(ｔ（１５）＝２．２４　．０５＞ｐ＞．０１)

「２３．普段より騒々しい」に有意差

(ｔ（１５）＝３．４２　．０１＞ｐ)

がみられた。

社会性尺度のうち

「２．大人にまとわりつく、または頼りにし過ぎている」に有意傾向

（ｔ（１５）＝２．０８　．１０＞ｐ＞．０５）

がみられた。

第4章　考察

１．SSTにおける攻撃性及び社会性への効果の検討について

　まず、攻撃性及び社会性平均得点の変化の結果から、本研究で使用したSST「セカンドステップ」が攻撃性を減少させることが確認された。しかし社会性については減少を確認することが出来なかった。

次に、攻撃性について変化のあった項目について考察する。攻撃性尺度のうち実験群では「３．自慢したり、うそぶいたりする」「４．他人に残酷で、いじめたり、いじわるしたりする」「９．時や場をわきまえずにおしゃべりする」「１０．人に暴力をふるう」「１１．クラスの規律を乱す」「１９．しゃべりすぎる」「２３．普段より騒々しい」の７つに時期によっての変化が認められた。統制群では「１６．頑固・不機嫌・イライラ」「１９．しゃべりすぎる」「２３．普段より騒々しい」の３つに時期によって変化が認められた。このうち、実験群にのみ変化の見られる「４．他人に残酷で、いじめたり、いじわるしたりする」「１０．人に暴力をふるう」はこのSSTの目的である攻撃的行動の減少と一致している。このSST全体を通しての目標である「他者感情の理解」「暴力以外による問題の解決」「怒りの扱い」が総合的に影響を与えた結果といえるであろう。「９．時や場をわきまえずにおしゃべりする」については今回実施したSSTの全体的な影響もさることながら、特に第一章で学習した傾聴のスキルを学習する「よく聴く」の影響もあるのではないか。また「１１．クラスの規律を乱す」については、SST全体から社会的スキルを学んだ結果、効果がもたらされたのではないか。実験群、統制群ともに変化が見られる「１９．しゃべりすぎる」「２３．普段より騒々しい」また統制群にのみ変化のみられる「１９．しゃべりすぎる」については、授業や友人関係など、SST以外の影響により変化が出たものと考える。

次に社会性について変化のあった項目について考察する。社会性尺度のうち、実験群では「２．大人にまとわりつく、または頼りにし過ぎている」「４．よく泣く」の２つに時期によっての変化が認められた。統制群では「２．大人にまとわりつく、または頼りにし過ぎている」の一つに時期によっての変化が認められた。このうち実験群にのみ変化の見られる「４．よく泣く」については、今回実施したSSTにはこの項目と直接結びつくスキルは無いように思われる。また「２．大人にまとわりつく、または頼りにし過ぎている」は実験群、統制群ともに変化が見られる。友人関係や学校生活への適応など、何か別の要因が変化をもたらしたのではないか。

２．今後の課題について

今回の研究では、実験群と統制群の間で、事前の等質性がとれておらず、事前調査の時期も両群の間で約1ヶ月の開きがあった。事前の等質性が取れる形、例えば今回は都市部と郡部の小学校に協力してもらったが、同一の地域から選ぶ、もしくは一つの学校内に実験群と統制群を設置する等行うことによって、変化をより明確に調べることができる。また、今回の実験では、攻撃性の全体の変化は明らかになったものの、このSSTのどの部分が要因になったかを明らかにするにはいたらなかった。また、対象として選んだ小学校1年生は変化に富んだ時期であり、SST以外でも社会的スキルを学ぶ機会は多くあると思われる。実際SST以外の影響によって変化を示唆される項目も多数あった。より明確に効果を測定できる方法、例えばこのプログラムにあわせた測定法を用いるなどの更なる検討が必要とされる。また、今回の実験計画では、４５分で２レッスンを行ったが、実験校の教諭より、内容が多すぎるのでは、との指摘をいただいた。レッスンの内容を対象の理解度にあわせ、柔軟に対応していくことでより効果が得られると考える。また、このSSTは全２８レッスンで構成されているが、４ヶ月という時間の制約もあり筆者が選んだ２１レッスンのみおこなった。さらに長期的な計画で、全レッスンを行うことが出来れば、更なる効果が期待できるだろう。
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		多変量検定

		効果				値		F 値		仮説自由度		誤差自由度		有意確率
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				Huynh-Feldt		69.69		29.00		2.40
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		測定変数名: MEASURE_1

		ｿｰｽ		攻撃		ﾀｲﾌﾟ III 平方和		自由度		平均平方		F 値		有意確率
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		測定変数名: MEASURE_1

		変換変数: 平均

		ｿｰｽ		ﾀｲﾌﾟ III 平方和		自由度		平均平方		F 値		有意確率

		Intercept		1119.26		1.00		1119.26		84.10		0.00

		分類		101.84		1.00		101.84		7.65		0.01

		誤差		385.94		29.00		13.31
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				統制群		16.00

		多変量検定

		効果				値		F 値		仮説自由度		誤差自由度		有意確率

		社会		Pillai のﾄﾚｰｽ		0.27		10.86		1.00		29.00		0.00

				Wilks のﾗﾑﾀﾞ		0.73		10.86		1.00		29.00		0.00

				Hotelling のﾄﾚｰｽ		0.37		10.86		1.00		29.00		0.00

				Roy の最大根		0.37		10.86		1.00		29.00		0.00

		社会 x 分類		Pillai のﾄﾚｰｽ		0.03		1.04		1.00		29.00		0.32

				Wilks のﾗﾑﾀﾞ		0.97		1.04		1.00		29.00		0.32
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		b		計画: Intercept+分類 
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		被験者内効果の検定

		測定変数名: MEASURE_1

		ｿｰｽ				ﾀｲﾌﾟ III 平方和		自由度		平均平方		F 値		有意確率

		社会		球面性の仮定		10.27		1.00		10.27		10.86		0.00

				Greenhouse-Geisser		10.27		1.00		10.27		10.86		0.00

				Huynh-Feldt		10.27		1.00		10.27		10.86		0.00

				下限		10.27		1.00		10.27		10.86		0.00

		社会 x 分類		球面性の仮定		0.98		1.00		0.98		1.04		0.32

				Greenhouse-Geisser		0.98		1.00		0.98		1.04		0.32

				Huynh-Feldt		0.98		1.00		0.98		1.04		0.32

				下限		0.98		1.00		0.98		1.04		0.32

		誤差 (社会)		球面性の仮定		27.44		29.00		0.95

				Greenhouse-Geisser		27.44		29.00		0.95

				Huynh-Feldt		27.44		29.00		0.95

				下限		27.44		29.00		0.95

		被験者内対比の検定

		測定変数名: MEASURE_1

		ｿｰｽ		社会		ﾀｲﾌﾟ III 平方和		自由度		平均平方		F 値		有意確率

		社会		線型		10.27		1.00		10.27		10.86		0.00

		社会 x 分類		線型		0.98		1.00		0.98		1.04		0.32

		誤差 (社会)		線型		27.44		29.00		0.95

		被験者間効果の検定

		測定変数名: MEASURE_1

		変換変数: 平均

		ｿｰｽ		ﾀｲﾌﾟ III 平方和		自由度		平均平方		F 値		有意確率

		Intercept		78.53		1.00		78.53		19.07		0.00

		分類		10.27		1.00		10.27		2.49		0.13

		誤差		119.44		29.00		4.12

		ｸﾞﾙｰﾌﾟ統計量

				分類		N		平均値		標準偏差		平均値の標準誤差

		事前攻撃合計		実験群		15.00		7.40		3.56		0.92

				統制群		16.00		3.88		1.82		0.46

		独立ｻﾝﾌﾟﾙの検定

						等分散性のための Levene の検定				2 つの母平均の差の検定

						F 値		有意確率		t 値		自由度		有意確率 (両側)		平均値の差		差の標準誤差		差の 95% 信頼区間

																				下限		上限

		事前攻撃合計		等分散を仮定する。		9.03		0.01		3.50		29.00		0.00		3.525		1.01		1.47		5.58

				等分散を仮定しない。						3.44		20.55		0.00		3.525		1.03		1.39		5.66

		ｸﾞﾙｰﾌﾟ統計量

				分類		N		平均値		標準偏差		平均値の標準誤差

		事後攻撃合計		実験群		15.00		3.67		3.60		0.93

				統制群		16.00		2.06		1.77		0.44

		独立ｻﾝﾌﾟﾙの検定

						等分散性のための Levene の検定				2 つの母平均の差の検定

						F 値		有意確率		t 値		自由度		有意確率 (両側)		平均値の差		差の標準誤差		差の 95% 信頼区間

																				下限		上限

		事後攻撃合計		等分散を仮定する。		7.78		0.01		1.59		29.00		0.12		1.6041666667		1.01		-0.46		3.67

				等分散を仮定しない。						1.56		20.10		0.13		1.6041666667		1.03		-0.54		3.75

		ｸﾞﾙｰﾌﾟ統計量

				分類		N		平均値		標準偏差		平均値の標準誤差

		事前社会合計		実験群		15.00		2.07		1.79		0.46

				統制群		16.00		1.00		1.41		0.35

		独立ｻﾝﾌﾟﾙの検定

						等分散性のための Levene の検定				2 つの母平均の差の検定

						F 値		有意確率		t 値		自由度		有意確率 (両側)		平均値の差		差の標準誤差		差の 95% 信頼区間

																				下限		上限

		事前社会合計		等分散を仮定する。		1.40		0.25		1.85		29.00		0.08		1.0666666667		0.58		-0.11		2.25

				等分散を仮定しない。						1.83		26.65		0.08		1.0666666667		0.58		-0.13		2.26

		ｸﾞﾙｰﾌﾟ統計量

				分類		N		平均値		標準偏差		平均値の標準誤差

		事後社会合計		実験群		15.00		1.00		2.10		0.54

				統制群		16.00		0.44		0.81		0.20

		独立ｻﾝﾌﾟﾙの検定

						等分散性のための Levene の検定				2 つの母平均の差の検定

						F 値		有意確率		t 値		自由度		有意確率 (両側)		平均値の差		差の標準誤差		差の 95% 信頼区間

																				下限		上限

		事後社会合計		等分散を仮定する。		1.80		0.19		0.99		29.00		0.33		0.5625		0.57		-0.60		1.72

				等分散を仮定しない。						0.97		17.87		0.35		0.5625		0.58		-0.66		1.78

		ｸﾞﾙｰﾌﾟ統計量
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		事前－事後		実験群		15.00		3.73		2.89		0.75

				統制群		16.00		1.81		1.22		0.31

		独立ｻﾝﾌﾟﾙの検定

						等分散性のための Levene の検定				2 つの母平均の差の検定

						F 値		有意確率		t 値		自由度		有意確率 (両側)		平均値の差		差の標準誤差		差の 95% 信頼区間

																				下限		上限

		事前－事後		等分散を仮定する。		9.07		0.01		2.44		29.00		0.02		1.9208333333		0.79		0.31		3.53

				等分散を仮定しない。						2.38		18.61		0.03		1.9208333333		0.81		0.23		3.61





Graph1

		攻撃性得点		攻撃性得点

		3.67		2.06



実験群

統制群

7.04

3.88



Sheet2

		表１　条件ごとの，攻撃性全体の平均得点(標準偏差) ヒョウジョウケンコウゲキセイゼンタイヘイキントクテンヒョウジュンヘンサ

						実験群 ジッケングン				統制群 トウセイグン						2.07		1		1		0.44

						事前 ジゼン		事後 ジゴ		事前 ジゼン		事後 ジゴ

						N=15		N=15		N=16		N=16

		攻撃性得点 コウゲキセイトクテン				7.04		3.67		3.88		2.06

						　（3.56）		（3.60）		（1.82）		（1.77）

		表２　条件ごとの，社会性全体の平均得点(標準偏差) ヒョウジョウケンシャカイセイゼンタイヘイキントクテンヒョウジュンヘンサ

						実験群 ジッケングン				統制群 トウセイグン

						事前 ジゼン		事後 ジゴ		事前 ジゼン		事後 ジゴ

						N=15		N=15		N=16		N=16

		社会性得点 シャカイセイトクテン				2.07		１		１		0.44

						（1.79）		（2.10）		（1.41）		（0.81）

		表３　条件ごとの，攻撃性全体の変化の差(標準偏差) ヒョウジョウケンコウゲキセイゼンタイヘンカサヒョウジュンヘンサ

						実験群 ジッケングン				統制群 トウセイグン

						前－後 ゼンゴ				前－後 ゼンゴ

						N=15				N=16

		攻撃性得点 コウゲキセイトクテン				3.73				1.81

						（2.89）				（1.22）

		表４　条件ごとの，社会性全体の変化の差(標準偏差) ヒョウジョウケンシャカイセイゼンタイヘンカサヒョウジュンヘンサ

						実験群 ジッケングン				統制群 トウセイグン

						前－後 ゼンゴ				前－後 ゼンゴ

						N=15				N=16

		社会性得点 シャカイセイトクテン				1.07				0.56

						（1.58）				（1.15）
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